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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、経済発展が持続しているインドネシアにおいて貧困地域の一つとされる北ルウ地域を

対象として、家計食料安全保障の実態とその規定要因を総合的に考察したものである。家計食料安

全保障を計測する指標として様々な指標が提案されているが、本研究では、客観的指標としては

Dietary Diversification Score (DDS )を用い、主観的指標としては Subjective Food Security Score 
(SFSS)を用い、371 世帯を対象としたアンケート調査を実施した。このデータの計量的な分析によ

って得られた主要な結果は以下の通りである。 
 第 1 に、DDS からみた対象地域の家計食料安全保障の実態を解明するとともに、DDS を規定す

る社会経済的要因を両対数型回帰分析により解析をおこなった。その結果、有効回答世帯の平均食

品・作物群数は 5.8 であり、77.9%の世帯が５食品・作物群以上を消費していることを明らかにし

た。この結果は、これらの世帯の食料安全保障水準がある程度確保されていることを示している。

さらに、DSS の規定要因としては、統計的には家計所得が最も重要な要因であり、DSS の変動の

40％が説明できることを明らかにした。これに次いで食品栄養知識スコアの影響が強く、DSS の変

動の 18％が説明できることが明らかになった。 
第２に、SFSS からみた対象地域の家計食料安全保障の実態を解明するとともに、SFSS を規定

する社会経済的要因を logit モデルにより解析した。なお、SFSS は、家計食料安全保障の水準に対

する世帯主の主観的評価を 5 段階で質問したものである。その結果、有効回答世帯の 64.4％が食料

安全保障の確保がなされていると感じており、どちらかというと食料安全保障が確保されていると

感じている 23.5％を加えると、回答世帯の 87.9%が食料安全保障の確保がなされていると感じてい

ることが明らかになった。さらに、世帯所得、教育水準、食品栄養知識が SFSS の規定要因として

統計的に有意な主要因であることも明になった。 
 第３に、DSS と SFSS の関係を解明するとともに、SFSS に影響を及ぼす DSS 食品・作物群を

回帰分析によって解析した。その結果、DSS と SFSS の間には正の相関関係があるものの、その関

係性は非線形であることが明らかになった。また、DSS における塊茎、油性種子、ナッツ、果実、

野菜等の食品・作物群の存在が、SFSS を向上させる傾向があることも明らかになった。 
以上要するに、本研究は、家計食料安全保障水準を客観的指標である DSS および主観的指標であ

る SFSS の両面から、対象地域における家計食料安全保障が一定程度確保されていることを現地調

査から明らかにした。さらに、家計所得、食品栄養知識、特定の食品・作物群の摂取が家計食料安

全保障向上の主要因であることを統計的解析によって実証的に解明したものである。このように、

本研究は、インドネシアを対象に、家計食料安全保障の実態とその規定要因について摂取している



食品・作物群との関連も含めて総合的に考察し、農業生産計画策定に資する知見を得ており、農業

経営学の発展に寄与する価値ある業績であると認める。 
よって、本研究者は博士（農学）の学位を得る資格を有するものと認める。 
 


